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全国大会出場おめでとう全国大会出場おめでとう!!!!
丹生高校部活動紹介 Nyu Senior High School club activities  introduction

　7月28日から、平成25年度全国高等学校総合体育大会（テーマ：2013 
未来をつなぐ 北部九州総体）が開かれています。この大会に福井県代表とし
て丹生高校から弓道部と男女ホッケー部が出場しています。
　また、7月31日から、第37回全国高等学校総合文化祭（テーマ：2013 
長崎しおかぜ総文祭 集え長崎 帆を張れ文化の船に）が開かれています。こ
の大会にも福井県代表として丹生高校生が器楽・管弦楽部門・写真部門・
吟詠剣詩舞部門に出場しています。
　そこで、全国大会に出場する丹生高校生に大会への意気込みをインタ
ビューしてきました。

弓道部弓道部

吟詠剣詩舞吟詠剣詩舞

写真部 ホッケー部ホッケー部

　47都道府県48チーム（開催県は2チーム）の予選会を行い、上位
32チームよるトーナメント戦となります。
弓道の団体戦では、1チーム5人でひとり4本ずつ（合計20本）を撃ち、
的を射抜いた数で勝敗を決めます。

　器楽・管弦楽部門で丹生・武生・藤島・高志の4つの高校の2年生が
合同で福井県代表として参加しています。

　福井県内の吟詠剣詩舞をたしなんでいる高校生とともに、丹生高校2年  
荒川真緒さん、1年  戸田あさ香さんが福井県代表として参加しています。

　第23回福井県高等学校文化祭で、500点以上の作品の中から奨励賞を
受賞した丹生高校3年  小辻詩織さんの作品が出展されます。

　全国の地区予選を勝ち上がった男子28チーム、
女子20チームによるトーナメント戦です。

Ｑ： どんなチームですか？
 Ａ： 主将 内田  美空さん
 1・3・5人目の選手がチーム

の柱で、一人目の一本目が的
を射抜くことで、チームに勢
いも付いてきます。たとえ
失敗しても、皆でカバーでき
るチームです。

Ｑ： 高校総体での目標は？
 Ａ： （内田さん）
 入賞（8位以内）です。そのために、正射

必中（意味：正しい射は必ず中
あた

る）を心
掛けて練習しています。どんな相手で
も、弓道は自分との戦いなので、集中し
強い気持ちを持つことを心がけて試合
に臨みたいです。

Ｑ： 何の楽器の担当ですか？
 Ａ： 丹生高校2年　梶川  未紗さん
 ビオラというバイオリンのちょっと大きいサイズの楽器を担当し

ています。

Ｑ： 大会ではどんな演奏をしたいですか？
 Ａ： （梶川さん）
 まずは、自分のパートを間違えないように演奏したいです。4校合

同の練習では、中学時代の同級生も一緒だと知り、不安もなくなり
ました。貴重な経験なので、楽しんで演奏できたらと思っています。

Ｑ： どういうことを心がけて舞っていますか？
 Ａ： 丹生高校2年　荒川  真緒さん
 漢詞の意味をどれだけ表現できるかということを心がけています。

Ｑ： 大会への抱負を教えてください。
 Ａ： （荒川さん）
 大会では、福井県を舞台にした東尋坊物語を舞います。みんなで
 協力して、1人でも多くの人に福井に伝わる物語の魅力を伝えて
 きます。

　この写真は、私の妹の写真です。妹の両足が宙に浮いている瞬間を撮っ
たもので、とても難しい構成です。妹が走っているので特に難しくなって
います。顔がしっかり写り、髪も日の光に透けていて、爽やかになってい
ます。まさに、満面の笑顔の写真です。
　私は、全国総合文化祭にむけて、少しでも技術を上げて、いい写真を撮
れるように頑張ります。他の人が撮れないような最高の時間を写真で残
していきたいですし、たくさんの幸せがいっぱい詰まった写真を、いろい
ろな人に見てもらえるようになりたいです。 （丹生高校HPより抜粋）

Ｑ： どんなチームですか？
 Ａ： 男子主将　青山  力也さん
 昨年まではチーム内に、スーパースターがい

て、頼って試合をしていたが、今年のチームは、
一人ひとりが、自分の役割を果たしながら試合
をするので、組織で戦えるチームになり、試合
に勝ったときの喜びも大きいです。

Ｑ： 高校総体での目標は？
 Ａ： （青山さん）
 難しいプレーではなく、基本に忠実にシンプルなプレーを

心掛けて練習し優勝したいです。気のゆるみから3月の選
抜大会では負けてしまいましたたが、7月からインターハ
イに向けて生き生きと練習して全員調子が上向いていま
す。このチームの選手たちは、やればできる選手ばかりな
ので、気持ちで負けないよう頑張りたいです。

Ｑ：どんなチームですか？
 Ａ： 女子主将　佐々木  萌さん
 明るく元気なチームで核となる選

手はいないが個々のレベルは高い
です。監督に３年生が核となって
試合に臨むよう言われています。

Ｑ： 高校総体での目標は？
 Ａ： （佐々木さん）
 目標は優勝することです。そのために、暑い中で走り負けな

いように基本は走る練習を中心に行っています。ホッケーで
はペナルティコーナーの得点率が高いため、ペナルティコー
ナーの練習時間も多いです。高校総体では簡単な試合はなく、
全部厳しい試合になると思っています。初戦で昨年の優勝校
（大阪府：羽衣学園）という大きな山があるので、その山を克
服し、頂上まで駆け抜けることを目標として頑張っています。

年  

写真写真部

オーケストラ部オーケストラ部

女子ホッケー部

男子ホッケー部
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7
月
1
日
、「
ふ
る
さ
と
の
宿　

こ
ば
せ
」
で
、
茅
ヶ
崎
市

開
高
健
記
念
館
開
館
10
周
年
を
記
念
し
て
、
茅
ヶ
崎
市
長
か

ら
長
谷
正
志
さ
ん（
梅
浦
）に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
15
年
の
茅
ヶ
崎
市
開
高
健
記
念
館
開
館
以
来
10
年
の

長
き
に
わ
た
り
、
記
念
館
や
地
域
商
店
街
と
の
交
流
を
深

め
、
越
前
水
仙
を
寄
贈
す
る
な
ど
、
茅
ヶ
崎
市
の
文
化
振
興

お
よ
び
地
域
の
活
性
化
に
対
す
る
献
身
的
な
ご
功
労
に
感
謝

の
意
を
表
し
、
茅
ヶ
崎
市
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　

長
谷
さ
ん
は
茅
ヶ
崎
市
の
老
人
福
祉
施
設
や
商
店
街
に
赴

い
て
、
越
前
水
仙
を
植
栽
さ
れ
る
な
ど
、
越
前
水
仙
の
魅
力

を
現
地
で
も
発
信
し
て
い
ま
す
。

茅
ヶ
崎
市
長
か
ら
長
谷
正
志
さ
ん
に

感
謝
状
贈
呈

▲茅ヶ崎市長（中央）から感謝状を受け取る長谷正志さん（右）

　

7
月
13
日
、
朝
日
中
学
校
陽
光
館
で
越
前
町
文
化
協
議
会

主
催
に
よ
る
越
前
町
小
中
学
生
競
書
大
会
が
開
か
れ
、
町
内

の
児
童
・
生
徒
２
３
７
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
会
場
で
は
緊

張
し
た
空
気
の
中
、
参
加
者
は
夏
の
暑
さ
に
も
負
け
ず
、
額

に
汗
を
に
じ
ま
せ
て
席
上
揮
ご
う
に
挑
み
ま
し
た
。

　

審
査
で
は
特
別
賞
28
点
、
特
選
49
点
、
準
特
選
76
点
、
努

力
賞
84
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
表
彰
式
は
、
8
月
24
日（
土
）

に
朝
日
多
目
的
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

特
別
賞
に
選
ば
れ
た
の
は
、
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

町
長
賞

　

水
島　

大
輝 

（
織
田
小
3
年
）　

南　
　

羅
夢 

（
萩
野
小
4
年
）

　

帰
山　

莉
瑠 

（
宮
崎
小
5
年
）　

横
田　

智
大 

（
常
磐
小
6
年
）

　

渡
辺
萌
絵
佳 

（
宮
崎
中
3
年
）

議
会
議
長
賞

　

木
下　
　

昴 

（
宮
崎
小
1
年
）　

吉
田　

寿
海 

（
常
磐
小
2
年
）

　

島
田　

侑
季 

（
城
崎
小
5
年
）　

藤
野　

有
莉 

（
四
ヶ
浦
小
6
年
）

　

丹
羽　

春
菜 

（
朝
日
中
2
年
）

教
育
長
賞

　

岩
本　

智
美 

（
四
ヶ
浦
小
1
年
）　

橋
谷　

智
花 

（
朝
日
小
2
年
）

　

荒
川　

華
美 

（
城
崎
小
3
年
）　

髙
木　

結
月 

（
朝
日
小
4
年
）

　

山
田
菜
津
子 

（
宮
崎
小
6
年
）

文
協
会
長
賞

　

濵
野　

孝
教 

（
城
崎
小
2
年
）　

堂
前　

泰
介 

（
宮
崎
小
3
年
）

　

阪
下　

晴
菜 

（
朝
日
小
4
年
）　

壁
下
瑠
巳
菜 

（
城
崎
小
5
年
）

　

笠
原　

万
智 

（
朝
日
中
1
年
）

第
8
回
越
前
町
小
中
学
生
競
書
大
会

「
席
上
揮
ご
う
会
」

　6月30日、鯖江・丹生消防組合丹生分署で越前消防団消防操法大会が開かれました。
　大会には越前町内の各地区からポンプ車操法の部に7チーム、小型ポンプ操法の部に4チー
ムが出場し規律ある動作で、日頃の訓練の成果を競い合いました。結果は次のとおりです。

　7月20日、福井県消防学校で開かれた第62回福井県消防操法大会において、越前消防団代
表として出場した織田地区第6分団が見事準優勝に輝きました。

平成25年度越前消防団消防操法大会結果！！平成25年度越前消防団消防操法大会結果！！

第62回福井県消防操法大会  「ポンプ車操法の部」準優勝！第62回福井県消防操法大会  「ポンプ車操法の部」準優勝！

日　時

場　所

鯖江・丹生消防組合 ※丹生分署　  ☎３６－０１１９
 ※朝日分遣所  ☎３４－０１１９
 ※越前分遣所  ☎３７－０１１９
鯖江・丹生消防ホームページ　http://www.fd-sabaenyu.jp/

問合せ先

小型ポンプ操法の部
優勝 織田地区第5分団

ポンプ車操法の部
優勝 朝日地区第5分団 次勝 宮崎地区第1分団

3位 朝日地区第1分団

福
井
新
聞
社
賞

　

上
坂　

詩
真 

（
朝
日
小
1
年
）　

三
谷　

凪
咲 

（
朝
日
小
3
年
）

　

伊
部
あ
さ
か 

（
朝
日
小
4
年
）　

谷
口　

菜
月 

（
織
田
小
6
年
）

　

岡
本　
　

悠 

（
朝
日
中
2
年
）

丹
南
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
賞

　

牧
田　

莉
央（
朝
日
小
1
年
）　

土
田　

唯
乃（
朝
日
小
2
年
）

　

浅
川　

海
音（
朝
日
小
5
年
）　

織田小  水島大輝さんの作品宮崎小  帰山莉瑠さんの作品宮崎中  渡辺萌絵佳さんの作品

萩野小  南羅夢さんの作品常磐小  横田智大さんの作品

町長賞
入賞者の作品

越前消防団織田地区第6分団
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6
月
29
日
、
福
井
県
立
ホ
ッ
ケ
ー
場
で
、
越
前
町
小
学
生

ホ
ッ
ケ
ー
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
選
手
た
ち
は
ロ
ン
ド
ン
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
と
同
じ
人
工
芝
を
採
用
し
た
ホ
ッ
ケ
ー
場
と
い

う
こ
と
で
、
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
試
合
に
挑
ん
で
い
ま
し
た
。

　

全
25
チ
ー
ム
、
約
１
９
０
人
が
参
加
し
熱
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

4
年
男
子
の
部　

優
勝　

糸
生
チ
ー
ム

4
年
女
子
の
部　

優
勝　

糸
生
チ
ー
ム

5
年
男
子
の
部　

優
勝　
Ｅ
ｃ
ｈ
ｉ
ｚ
ｅ
ｎ 

Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｓ
チ
ー
ム

5
年
女
子
の
部　

優
勝　

朝
日
Ｃ
チ
ー
ム

6
年
男
子
の
部　

優
勝　

朝
日
Ａ
チ
ー
ム

6
年
女
子
の
部　

優
勝　

朝
日
Ａ
チ
ー
ム

熱
戦
！
越
前
町
小
学
生
ホ
ッ
ケ
ー
大
会
！

▲朝日小学校の皆さん

▲宮崎スポーツ少年団男子バレーボール部の皆さん

　

6
月
29
日
・
30
日
、
福
井
県
営
体
育
館
で
「
第
33
回
全
日

本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小
学
生
大
会
福
井
県
大
会
」
が
開
か
れ
、

県
内
各
地
区
の
予
選
を
勝
ち
上
が
っ
た
男
子
12
チ
ー
ム
、
女

子
37
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

男
子
の
部
に
お
い
て
、
越
前
町
内
か
ら
出
場
し
た
宮
崎
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が
準
優
勝
に
輝
き
、

北
信
越
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　
「
第
26
回
北
信
越
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
は
、
7

月
27
日
・
28
日
に
石
川
県
の
い
し
か
わ
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

宮
崎
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
男
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部　

北
信
越
大
会
出
場
！

　

越
前
町
障
が
い
者
の
つ
ど
い
が
、
7
月
6
日
に
越
前
ア
ク

テ
ィ
ブ
ラ
ン
ド
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。障
が
い
が
あ
り
、

日
頃
の
生
活
に
支
障
を
感
じ
て
い
る
１
１
０
人
が
集
ま
り
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
ス
ポ
ー
ツ
を
と
お
し
て
健
康
の
増
進

を
図
り
ま
し
た
。

第
9
回
越
前
町
障
が
い
者
の
つ
ど
い

　

”社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
“
と
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、

犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ

な
が
ら
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す

る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　

7
月
23
日
、
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
朝
日
多
目
的

ホ
ー
ル
で
、”社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
“
法
務
大
臣
メ
ッ

セ
ー
ジ
伝
達
や
町
内
の
小
中
学
生
か
ら
募
集
し
た
標
語
、
作

文
の
表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

明
る
い
社
会
へ
の
第
一
歩

”社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
“

〜
福
井
県
代
表
と
し
て
實
心
館
仲
保
道
場
か
ら
3
人
出
場
〜

　

８
月
25
日
（
日
）、
広
島
の
広
島
サ
ン
プ
ラ
ザ
で
開
か
れ

る
、
第
10
回
全
国
小
学
生
学
年
別
柔
道
大
会
に
福
井
県
代
表

と
し
て
、
河
端　

悠
さ
ん
（
小
学
6
年
女
子
45
㎏
以
下
）
と

中
橋　

優
香
さ
ん
（
小
学
5
年
女
子
40
㎏
以
下
）、
林　

滉

輝
さ
ん
（
小
学
5
年
男
子
45
㎏
以
下
）
の
３
人
が
出
場
し

ま
す
。

　

3
人
は
、
5
月
12
日
に
開
か
れ
た
福
井
県
の
予
選
会
で
み

ご
と
優
勝
し
、
福
井
県
代
表
の
座
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
、
温
か
い
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

第
10
回
全
国
小
学
生
学
年
別
柔
道
大
会
出
場

▲河端　悠さん （城崎小6年） （前列左から1番目）
　中橋優香さん （四ヶ浦小5年） （前列左から3番目）
　林　滉輝さん （織田小5年） （後列左から3番目）

▲福井ダイヤモンドカールズ
　山野　菜

な

智
ち

さん（高校3年 六呂師） （前列右から1番目）
　山野　智

ち

栞
おり

さん（高校1年 六呂師） （前列左から1番目）
　の二人が出場

　

8
月
10
日（
土
）か
ら
12
日（
月
）ま
で
の
3
日
間　

東
京

都
江
戸
川
区
の
江
戸
川
区
球
場
と
江
戸
川
区
臨
海
球
技
場
で

開
か
れ
る
、
第
11
回
全
日
本
女
子
軟
式
野
球
学
生
選
手
権
大

会
「
中
高
生
の
部
」
に
北
陸
代
表
と
し
て
、
山
野
智
千
監
督

（
六
呂
師
）
率
い
る
福
井
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
カ
ー
ル
ズ
が
出
場

し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
、
温
か
い
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

第
11
回 

全
日
本
女
子
軟
式
野
球
学
生
選

手
権
大
会「
中
高
生
の
部
」

（
女
子
の
甲
子
園
）出
場

▲法務大臣
　メッセージ伝達

▲SMボーリング

◀あさがお
　保育園児発表



え
ち
ぜ
ん
I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

防災行政無線テレフォンサービス（直近に放送した内容が確認できます）
☎34 ｰ 1444　☎34 ｰ 1445　☎34 ｰ 0866 広報えちぜん 8平成25年８月号9 広報えちぜん

平成25年８月号

航
空
学
生
（
男
・
女
）

　

受
験
資
格　

高
卒（
見
込
含
）〜
21
歳
未
満

一
般
曹
候
補
生
（
男
・
女
）

　

受
験
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

自
衛
官
候
補
生
（
男
・
女
）

　

受
験
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

【
受
付
期
間
】　

8
月
1
日（
木
）〜
9
月
6
日（
金
）

　
「
自
衛
官
候
補
生（
男
）受
付
は
年
間
を
と
お
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。」

※
防
衛
大
学
学
生
・
防
衛
医
科
大
学
学
生
・
防
衛
医
科
大
学
看
護
学
科

学
生
も
募
集
中
で
す
。

問
合
せ
先　

自
衛
隊
福
井
地
方
協
力
本
部

　
　
　
　
　
　

越
前
地
域
事
務
所　

☎
２
２ｰ

６
１
３
９

警
察
官
Ｂ
（
高
校
卒
業
程
度
）

　

資
格　

昭
和
58
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
8
年
4
月
1
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
で
、
大
学
を
卒
業
し
た
人
お
よ
び
平
成
26
年
3

月
31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人
を
除
く
。

　

試
験
申
込
受
付
期
間　

8
月
15
日（
木
）〜
8
月
29
日（
木
）

　

第
一
次
試
験
日　

9
月
21
日（
土
）・
9
月
22
日（
日
）

交
通
巡
視
員

　

資
格　

昭
和
58
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
8
年
4
月
1
日
ま
で
に
生   

　
　
　
　

ま
れ
た
人

　

試
験
申
込
受
付
期
間　

8
月
15
日（
木
）〜
8
月
29
日（
木
）

　

第
一
次
試
験
日　

9
月
29
日（
日
）

　

※
試
験
申
込
書
は
鯖
江
警
察
署
ま
た
は
交
番
・
駐
在
所
で
も
お
渡

し
し
ま
す
。
ま
た
、
福
井
県
人
事
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
受
験
申
し
込
み
が
可
能
で
す
。

問
合
せ
先　

鯖
江
警
察
署　

警
務
課　

☎
５
２ｰ

０
１
１
０

平
和
を
、仕
事
に
す
る
。
自
衛
官
募
集

平
成
25
年
度　

福
井
県
警
察
職
員
募
集

平成25年度福井県総合防災訓練の平成25年度福井県総合防災訓練の
実施について実施について

　地震・津波を想定した福井県総合防災訓練が越前町を会場に実施されます。｠
　高台への避難訓練をはじめ、ヘリコプターによる人命救助や住民と防災関係機関の連
携による瓦礫撤去訓練なども行います。
　今回の防災訓練では、NTT ドコモ・KDDI・ソフトバンクモバイルの3社が提供する
サービス「緊急速報メール」を利用して、越前町内にいる皆さんの携帯電話に訓練メール
を一斉配信します。また、防災行政無線による「全国瞬時警報システム（J-ALERT）」の
訓練放送も実施します。
　皆さんのご参加、ご協力をお願いします。

8月25日（日）
午前8時30分～午前11時15分

日　　 時

越前地区全域訓 練 地 区

越前漁港（厨地区）

8月25日（日） 午前8時33分頃送信（津波）

8月25日（日） 午前8時30分～35分頃（地震および津波）

訓練主会場

緊急速報メール

防災行政無線

○緊急速報メールの一斉配信および防災行政無線の訓練放送は、越前町全域での訓
練となります。

○訓練での放送、メール配信ですので、くれぐれも実際の災害とお間違えのないよう
お願いします。

○緊急速報メールは、マナーモードであっても、緊急速報メールを受信すると受信音
が鳴りますので、病院、試験会場および会議などの場所では、あらかじめ電源をお
切りください。

【注　意　事　項】

防災安全課　 ☎34－8721問合せ先

住民基本台帳カード（住基カード）の利用には更新が必要です
　住基カードには有効期間があり、有効期間満了は発行の日から10年となっています。住基カードの表面
に有効期間満了日が記載してありますので、ご確認をお願いします。更新の手続きは、有効期間満了日の3
か月前から可能です。また、印鑑登録証として利用されている場合には別途手続きが必要ですので、窓口で
申し出てください。

■ 更新手続きに必要なもの
　 住基カード、顔写真付き身分証明書（運転免許証、パスポートなど）、認印
　 （※ただし、『顔写真付き住基カード』をお持ちの場合は、『顔写真付き身分証明書』は不要です。）

■ 印鑑登録証として利用している場合
　住基カードを印鑑登録証として利用されている場合には、住基カードの更新・失効と共に、印鑑登録も
失効します。印鑑登録証としての利用を希望される場合には、上記のものに加え、実印として登録され
るご印鑑もお持ちください。

■ 手続場所
　 住民課（各住民サービス室では手続きができませんのでご注意ください。）

写　真　付　き 写　真　無　し

住民課　☎34－8708問合せ先

越前町

昭和＊＊年＊＊月＊＊日  性別 女

住基　花子

福井県丹生郡越前町○○第△号□番地◇

越前町役場住民課　TEL0778ｰ34ｰ8708

20○○年○月○日まで有効

越前町

住基　太郎

越前町役場住民課　TEL0778ｰ34ｰ8708

20○○年○月○日まで有効
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統
計
調
査
員
と
は

　

各
種
統
計
調
査
に
お
い
て
、
実
際
に
調
査
票
の
配
付
や
回

収
な
ど
の
仕
事
を
行
う
人
を
「
統
計
調
査
員
」
と
い
い
ま
す
。

　

統
計
調
査
の
現
場
の
最
前
線
で
、
調
査
対
象
の
世
帯
や
事

業
所
と
直
接
や
り
と
り
を
す
る
と
い
う
、
統
計
調
査
の
中
で

最
も
重
要
な
部
分
を
受
け
持
っ
て
い
ま
す
。

調
査
員
の
主
な
仕
事

・
調
査
員
事
務
説
明
会
へ
の
出
席

・
調
査
の
準
備

・
調
査
票
の
記
入
依
頼
と
配
付

・
記
入
さ
れ
た
調
査
票
の
回
収

・
集
め
た
調
査
票
の
点
検
と
整
理

・
調
査
関
係
書
類
の
提
出

応
募
資
格

・
年
齢
が
20
歳
以
上
で
健
康
な
人

・
責
任
を
持
っ
て
調
査
事
務
を
遂
行
で
き
る
人

・
調
査
上
知
り
得
た
秘
密
を
保
護
で
き
る
人

・
税
務
、
警
察
、
選
挙
事
務
な
ど
に
直
接
関
係
の
な
い
人

募
集
期
間　

随
時
募
集

そ
の
他

　

調
査
員
の
選
任
は
、
調
査
の
規
模
、
調
査
員
登
録
し
て
い

る
人
の
居
住
地
な
ど
の
状
況
を
考
慮
し
て
行
い
、
調
査
実
施

前
に
従
事
依
頼
の
案
内
を
し
ま
す
。

本
年
度
予
定
さ
れ
て
い
る
主
な
統
計
調
査

・
住
宅
・
土
地
統
計
調
査

・
漁
業
セ
ン
サ
ス
海
面
漁
業
調
査

・
工
業
統
計
調
査

問
合
せ
先　

総
務
課　

☎
３
４ｰ

８
７
０
０

統
計
調
査
員
を
募
集
し
ま
す

　

２
０
１
８
年
に
福
井
県

で
開
催
さ
れ
る
第
73
回
国

民
体
育
大
会
の
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
デ
ザ

イ
ン
が
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
ふ
さ
わ
し
く
、
親
し
み

や
す
い
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。

○
応
募
資
格　

県
内
に
在
住
ま
た
は
県
内
に
通
勤
・
通
学
す
る
人

県
内
の
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
、
大
学
、
専
門
学

校
等
を
卒
業
ま
た
は
過
去
在
籍
し
た
人

○
募
集
期
間　

8
月
1
日（
木
）〜
9
月
27
日（
金
）（
事
務
局
必
着
）

○
応
募
方
法

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
愛
称
と
簡
単
な
説
明
（
名

付
け
た
理
由
）、
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・

電
話
番
号
・
職
業
（
学
校
名
）
を
記
入
し
、
は
が
き
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

○
賞　

最
優
秀
賞　

1
点
（
賞
状
、
賞
金
3
万
円
）

　
　
　

優
秀
賞　

2
点
（
賞
状
、
賞
金
1
万
円
）

○
応
募
・
問
合
せ
先

〒
９
１
０ｰ

８
５
８
０　

福
井
市
大
手
3
丁
目
17
番
1
号

（
福
井
県
総
務
部
新
国
体
推
進
課
内
）

第
73
回
国
民
体
育
大
会
福
井
県
準
備
委
員
会
事
務
局

「
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
愛
称
募
集
」
係

　

☎　

０
７
７
６ｰ

２
０ｰ

０
７
７
２

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
７
７
６ｰ

２
０ｰ

０
６
６
４

E-m
ail  kokutai@

pref.fukui.lg.jp

２
０
１
８
年
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
愛
称
募
集
！

 

建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
に
基
づ
き
建

設
現
場
労
働
者
の
福
祉
の
増
進
と
建
設
業
を
営
む
中
小
企
業

の
振
興
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
皆
さ
ん
が
、
労
働
者
の
働
い
た

日
数
に
応
じ
て
掛
金
と
な
る
共
済
証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼

り
、
そ
の
労
働
者
が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た
と
き

に
建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
、
業
界
全
体
で
の

退
職
金
制
度
で
す
。

特
徴

・
国
の
制
度
な
の
で
安
心
、
確
実
で
す
。

・
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

・
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま
す
が
、
法
人

は
損
金
、
個
人
で
は
必
要
経
費
と
し
て
扱
わ

れ
、
税
法
上
全
額
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

加
入
で
き
る
事
業
主　

建
設
業
を
営
む
人

対
象
と
な
る
労
働
者　
建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

掛
金　

日
額
３
１
０
円

問
合
せ
先

　

独
立
行
政
法
人　

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

　

建
設
業
退
職
金
共
済
事
業
福
井
県
支
部

　

☎
０
７
７
６ｰ

２
４ｰ

１
０
１
５

知
っ
て
い
ま
す
か
？
建
退
共
制
度

検　索建退共｜ 索詳しくは、

http://www.kentaikyo.taisyokukin.go.jp/

検　索2018 福井国体｜ 索詳しくは、

　
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」
の
申
請
に
つ
い
て

　

70
歳
未
満
の
人
お
よ
び
70
歳
以
上
75
歳
未
満
（
住
民
税
非

課
税
世
帯
）
の
人
が
外
来
や
入
院
で
高
額
な
診
療
を
受
け
る

場
合
、
医
療
機
関
に
「
認
定
証
」
を
提
示
す
る
こ
と
で
窓
口

で
の
支
払
い
が
一
定
の
金
額
（
自
己
負
担
限
度
額
）
に
と
ど

め
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は
「
認
定
証
」
の
提
示

に
よ
り
食
事
代
も
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※
70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
人
（
住
民
税
非
課
税
世
帯
以
外
）

は
高
齢
受
給
者
証
が
認
定
証
の
代
わ
り
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
認
定
証
を
お
持
ち
の
人
で
8
月
以
降
も
引
き
続
き

高
額
な
診
療
を
受
け
る
場
合
は
、
新
た
に
申
請
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の　

国
民
健
康
保
険
者
証
、
印
鑑

申
請
場
所　

住
民
課
・
各
住
民
サ
ー
ビ
ス
室

問
合
せ
先　

住
民
課　

☎
３
４ｰ

８
７
０
８

国
民
健
康
保
険
加
入
の
皆
さ
ん
へ

対
象
と
な
る
通
貨
・
証
券

1　

終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚
げ
て
こ
ら
れ
た
人
が
、
上

陸
地
の
税
関
ま
た
は
海
運
局
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証

券
な
ど
。

2　

外
地
の
総
領
事
館
や
日
本
人
自
治
会
な
ど
に
預
け
ら
れ

た
通
貨
・
証
券
な
ど
の
う
ち
、
そ
の
後
日
本
に
返
還
さ

れ
た
も
の

　

心
当
た
り
が
あ
る
人
は
税
関
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

本
人
だ
け
で
な
く
、
家
族
か
ら

の
問
い
合
わ
せ
や
返
還
請
求
も
で

き
ま
す
。

　

保
管
証
券
返
還
の
ご
案
内
は
、

大
阪
税
関
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス　

　

http://w
w
w
.custom

s.go.jp/osaka/

受
付
時
間

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）

問
合
せ
先

　

大
阪
税
関　

監
視
部　

取
締
総
括
部
門

　

〒
５
５
２ｰ

０
０
２
２　

大
阪
市
港
区
海
岸
通
２ｰ

１ｰ

４

　

☎
０
６ｰ

６
５
７
６ｰ

３
１
１
５

　

e-m
ail

：osaka-koho@
custom

s.go.jp
  

大
阪
税
関　

敦
賀
税
関
支
署　

福
井
出
張
所

　

〒
９
１
０ｰ

０
０
１
９

　

福
井
市
春
山
１ｰ

１ｰ

５
４　

福
井
春
山
合
同
庁
舎
内

　

☎
０
７
７
６ｰ

２
２ｰ

１
８
３
２

税
関
で
は
、お
預
か
り
し
て
い
る

通
貨
・
証
券
な
ど
を
お
返
し
し
て
い
ま
す

　

次
の
戦
没
者
の
妻
お
よ
び
父
母
な
ど
の
皆
さ
ん
に
特
別
給

付
金
が
継
続
支
給
さ
れ
ま
す
。

《
戦
没
者
の
妻
》

●
平
成
25
年
4
月
1
日
に
お
い
て
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金

な
ど
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
戦
没
者
の
妻
で
、
次
の
い

ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
人

　

◆
第
二
十
二
回
特
別
給
付
金
「
い
号
」
国
債
を
受
け
ら
れ

た
戦
没
者
の
妻

　

◆
昭
和
38
年
4
月
1
日
か
ら
引
き
続
き
公
務
扶
助
料
、
遺

族
年
金
等
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
戦
没
者
の
妻

　
　
（
額
面
２
０
０
万
円　

10
年
償
還
の
記
名
国
債
）

《
戦
没
者
の
父
母
》

●
平
成
25
年
4
月
1
日
に
お
い
て
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金

等
を
受
け
る
権
利
ま
た
は
受
け
る
資
格
を
有
し
、
か
つ
、

平
成
25
年
3
月
31
日
ま
で
の
間
に
氏
を
同
じ
く
す
る
子
も

孫
も
有
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
戦
没
者
の
父
母
で
、
次
の

い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
人

　

◆
第
二
十
四
回
特
別
給
付
金
「
い
号
」
国
債
を
受
け
ら
れ

た
戦
没
者
の
父
母
な
ど

　

◆
昭
和
42
年
4
月
1
日
か
ら
引
き
続
き
公
務
扶
助
料
、
遺

族
年
金
な
ど
を
受
け
る
権
利
ま
た
は
資
格
を
有
す
る
戦

没
者
の
父
母
な
ど
で
、
か
つ
、
戦
没
者
が
死
亡
し
た
当

時
、
戦
没
者
以
外
に
子
も
孫
も
な
く
、
そ
の
後
、
子
も

孫
も
有
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
人

　
　
（
額
面
１
０
０
万
円　

5
年
償
還
の
記
名
国
債
）

※
請
求
は
平
成
28
年
6
月
13
日
ま
で
で
す
。

　

請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と
手
続
き
が
行
え
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
手
続
き
は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

◎
請
求
手
続
き
な
ど
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉

支
援
室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

社
会
福
祉
支
援
室　

☎
３
４ｰ

８
７
２
４

戦
没
者
の
妻
お
よ
び
父
母
な
ど
の
皆
さ
ん
へ
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対　　　　　象　　　　　者 支給月額

児 　 　 童
扶 養 手 当

○ひとり親家庭などの生活安定と自立促進のために18歳未満
の児童（20歳未満で心身に中度以上の障がいがある児童を
含む）を養育している父または母や、父母に代わってその
児童を養育している人に支給されます。

（1人目）
 41,430円～ 9,780円

（2人目）
　　加算額 5,000円

（3人目以降1人につき）
　　加算額 3,000円

【現　況　届】
受付期間：8月1日（木）～ 8月30日（金）8：30～ 17：15
　　　　 ※土・日を除きます。
提 出 先：子育て支援課または各住民サービス室

対　　　　　象　　　　　者 支給月額

特 別 児 童
扶 養 手 当

○身体または精神に中度以上の障がいがある在宅の20歳未満
の児童を養育している人に支給されます。

（1級） 50,400円

（2級） 33,570円
【所得状況届】
受付期間：8月12日（月）～ 9月13日（金）8：30～ 17：15
　　　　 ※土・日を除きます。
提 出 先：社会福祉支援室または各住民サービス室

障　害　児
福 祉 手 当

○20歳未満で、身体または精神に重度の障がいがあるため、
在宅での日常生活において常時特別の介護を必要とする人
に支給されます。

 14,280円

特別障害者
手　　　当

○20歳以上で、身体または精神に重度の障がいがあるため、
在宅での日常生活において常時特別の介護を必要とする人
に支給されます。

 26,260円【公的年金等受給状況届】
受付期間：現在～ 9月13日（金）8：30～ 17：15
　　　　  ※土・日を除きます。
提 出 先：社会福祉支援室または各住民サービス室

重症心身障害児
（者）等福祉手当

○各種手当、年金が支給されない、在宅で心身に重度の障が
いのある人に支給されます。

 3,000円

各種手当をご存知ですか？　　
受給者の皆さんは現況届や所得状況届などをお忘れなく! !　　　　　

　次に該当する人（またはその保護者など）には手当が支給されます。
　ただし、前年の所得が基準額を超える人や、公的年金受給者、施設入所者、長期に
わたって入院されている場合は支給されないものもあります。
　支給の要件など詳しくはお問い合わせください。

子育て支援課　☎34－8725

国民年金保険料は遅れずにきちんと納めましょう！
　国民年金は、老後やもしもの時に皆さんの大きな支えとなります。保険料の納め忘れが続くと老後に年金
を受け取ることができなくなるばかりか、納付が遅れることで障害年金や遺族年金を受け取れない場合があ
ります。もしもの時に後悔することがないよう、保険料はきちんと納期内に納めましょう！

国民年金保険料の納付が困難なときは
　国民年金には、保険料納付が免除される制度や猶予される制度があります。納付が困難だからといってそ
のままにせず、必ず役場住民課または武生年金事務所へご相談ください。

納付が困難なときは

保険料免除制度

経済的な理由などで、保険料
を納めることが困難なときに
利用できる制度で、申請が承
認されると保険料納付の全額
または一部（4分の3、2分の
1、4分の1）が免除されます。
保険料免除は、本人と配偶
者、世帯主の前年所得が一定
以下であれば承認されます。

30歳未満の人は

若年者納付猶予制度

本人が30歳未満であるとき
に限って利用できる制度で、
申請が承認されると保険料の
全額についての納付が猶予さ
れます。納付猶予は本人と配
偶者の前年所得が一定額以下
であれば、世帯主の前年所得
にかかわらず承認されます。

学生は

学生納付特例制度

本人が学生であるときに限っ
て利用できる制度で、申請が
承認されると保険料の全額に
ついて納付が猶予されます。
学生納付特例は、本人の前年
の所得が一定額以下であれば、
配偶者や世帯主の前年の所得
にかかわらず承認されます。問合せ先

住民課　☎34－8708　武生年金事務所　☎23－1126問合せ先

社会福祉支援室　☎34－8724問合せ先

寄附者の居住地 寄附件数 寄　附　金　額
県　　外 13件 994,500円
県　　内 24件 216,000円
合　　計 37件 1,210,500円

越前町ふるさと再生寄附金について

　町では、ふるさと納税制度（※）を活用した
寄附金を募っています。
　ふるさと越前町を想う皆さまからの温かい
ご寄附に心から感謝します。

平成24年度の受入状況

　いただいた寄附金は、「越前町ふるさと再生基金」に積み立て、①都市と農山漁村との交流活性化事業に
256千円、②越前ブランドを活かした観光振興事業に600千円、③未来を担う子どもたちを育む教育充実
のために300千円と、それぞれ貴重な財源として活用させていただきました。
　お盆で帰省されるご親戚・ご友人の皆さんに、このふるさと納税制度をご紹介ください。皆さんの「ふる
さと愛」で越前町を盛り上げていきませんか。
（※）ふるさと納税制度とは、居住地以外の都道府県や市区町村に寄附をすることにより、居住地での住民税や所得

税の軽減が受けられる制度です。詳しくは、ホームページをご覧ください。
　　（http://www.town.echizen.fukui.jp/kakuka/machi/furusato/about.html）

▲越知山の登山道に看板を設置 ▲町花・水仙の押し花体験 ▲越前かがやき未来塾を開催
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　7月7日、越前岬水仙ランドをたくさんの人に知ってもらおうと、「親子チャレン
ジフェスタ」を開催しました。越前水仙の球根掘りや宝物さがし、越前岬灯台内
の見学などを行い、最後に流しそうめんを楽しみました。参加した保護者の中に
は初めて水仙ランドを訪れた人もおり、すばら
しい景色に感心していました。
　今後も、越前地域コミュニティ運営委員会で
は魅力的な水仙ランドづくりについて考えてい
きたいと思います。

　また、7月13日、越前夏まつり2013で若者交流広場で作ったイルミネーショ
ン撮影スポットを披露しました。あいにくの雨でしたが、たくさんの人で賑わい、
若者交流広場のメンバーがカメラマンになって撮影のお手伝いをしました。

工　事　等　名 請負金額 請負業者名 主 管 課
平成25年度町道東田中線道路改良工事 3,297,000 円 ㈲江指組 建 設 課
平成24年度（繰）越前町橋梁健全度調査業務委託 3,045,000 円 ㈱サンワコン 建 設 課
平成25年度町道蝉口・八田線道路改良工事 2,966,250 円 斉藤建設㈱ 建 設 課
平成25年度町道鎌坂陰山線道路舗装工事 2,730,000 円 山中建設㈱ 建 設 課
平成25年度朝日浄水場機器修繕工事 4,620,000 円 荏原商事㈱　福井支店 上下水道課
平成25年度惣分谷浄水場階段設置工事 2,467,500 円 ㈱大生 上下水道課
平成25年度農山漁村活性化プロジェクト支援交付金事業
測量調査業務委託 9,660,000 円 丸一調査設計㈱ 農林水産課

平成25年度米の浦漁港施設用地整備工事 8,977,500 円 ㈱大生 水産振興室
防災備蓄倉庫整備工事 4,252,500 円 丹羽建設鋼業㈱　朝日本店 防災安全課
平成24年度（繰）朝日小学校トイレ改修工事 27,279,000 円 丹羽建設鋼業㈱　朝日本店 学校教育課
平成24年度（繰）城崎小学校トイレ改修工事 21,157,500 円 ㈱大生 学校教育課

平成24年度（繰）織田中学校トイレ改修工事 15,015,000 円 ㈲ニューチップ
コーポレーション 学校教育課

平成24年度（繰）朝日小学校空調機械設備整備工事 12,757,500 円 ㈱丸安建設 学校教育課

平成24年度（繰）萩野小学校トイレ改修工事 12,495,000 円 ㈲ニューチップ
コーポレーション 学校教育課

平成24年度（繰）宮崎中学校トイレ改修工事 10,762,500 円 タケウチ住建㈱ 学校教育課
平成24年度（繰）常磐小学校トイレ改修工事 10,059,000 円 朝日木材産業㈱ 学校教育課
平成24年度（繰）宮崎小学校空調機械設備整備工事 10,027,500 円 木村建設㈱ 学校教育課
平成24年度（繰）四ヶ浦小学校空調機械設備整備工事 9,292,500 円 ㈱大生 学校教育課
平成24年度（繰）朝日小学校電気設備整備工事 8,631,000 円 越前電気㈱ 学校教育課
平成24年度（繰）糸生小学校トイレ改修工事 8,526,000 円 西田中建設㈱ 学校教育課
平成24年度（繰）織田小学校空調機械設備整備工事 7,822,500 円 オタ建設㈱ 学校教育課
平成24年度（繰）城崎小学校電気設備整備工事 7,581,000 円 ㈲コトブキ電機 学校教育課
平成24年度（繰）城崎小学校空調機械設備整備工事 7,140,000 円 橋本建設㈱ 学校教育課
平成24年度（繰）織田小学校電気設備整備工事 6,363,000 円 武市電気㈱ 学校教育課
平成24年度（繰）四ヶ浦小学校電気設備整備工事 5,827,500 円 ㈱大生 学校教育課
平成24年度（繰）糸生小学校空調機械設備整備工事 5,103,000 円 丹南開発㈱ 学校教育課
平成24年度（繰）糸生小学校電気設備整備工事 4,806,900 円 ㈲細川電工 学校教育課
平成24年度（繰）常磐小学校空調機械設備整備工事 4,198,950 円 ㈲細川電工 学校教育課
平成24年度（繰）萩野小学校空調機械設備整備工事 4,137,000 円 ㈱住榮 学校教育課
平成24年度（繰）萩野小学校電気設備整備工事 3,433,500 円 山中電気商会 学校教育課
平成24年度（繰）常磐小学校電気設備整備工事 2,583,000 円 山中電気商会 学校教育課

平成24年度 工事等発注一覧（250万円以上） 6月16日～7月15日

～とことん宮崎  夏まつり～
宮崎らしさたっぷりの夏まつり。
ご家族おそろいでお越しください。

★流しそうめん　無料（子ども優先）
★福引き  宮崎の店のお食事券やお買いもの券が当たる！
★納涼茶会　お抹茶＆お菓子　200円
★竹キャンドル＆越前焼あかりとり
★越前焼絵付けコーナー　
★宮崎地区子ども会が作る エコキャップアート

8月10日㈯
午後6時～午後9時

宮崎コミュニティセンター
駐車場

（荒天の場合は8月11日㈰）

　6月30日、織田コミュニティセンターで、ふれあい部会主催の体験会「つくろう、
あそぼう、たのしもう」が開かれました。水鉄
砲や、竹とんぼ、万華鏡を作り、その後、参加
者全員でゲームを楽しみました。
　また、生活・環境部会では、6月30日に萩野
地区のため池見学会、7月14日には、県自然保
護センターで研修会を行いました。
　委員らは、福井県の里地里山30選に選ばれ
ている萩野地区の貴重な自然について再認識し、

大切にしていこうという気持ちを新たにしました。

越前地域コミュニティ運営委員会

宮崎地域コミュニティ運営委員会

織田地域コミュニティ運営委員会

▲水鉄砲づくり

▼ため池見学

▼イルミネーション

みやざきコミセン夏まつり開催い
って

こさ 
みてこ

い
って

こさ 
みてこ

日  時

場  所

宮崎地域コミュニティ運営委員会　☎32－7710問合せ先

ステージではステージでは

バザーいろいろバザーいろいろ

最後を飾るのは…最後を飾るのは…

♪陶の谷保育所♪宮崎中学校吹奏楽部♪
♪仁愛大学ダンス部♪ベリーダンス♪
♪よさこい宮崎♪

そして特別ゲストとして…フクイニューサウンズ

焼きそば・かき氷・ラムネ
ポップコーン・ドリンク各種
金魚すくい・輪投げ・ゲーム

など ★宮崎音頭＆やんしき踊り
★花火「ナイアガラの滝」

岐阜県郡上八幡より 郡上おどり
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●
ご
融
資
額
…
学
生
・
生
徒
１
人
に
つ
き
３
０
０
万
円
以
内

●
利　
　

率
…
年
２・
２
５
％

　
（
母
子
家
庭
ま
た
は
世
帯
年
収
２
０
０
万
円
以
内
の
人
は
年
１
・
８
５
％
）

（
平
成
25
年
5
月
16
日
現
在
）

　

ご
利
用
い
た
だ
け
る
人
な
ど
、
お
申
込
み
に
関
す
る
ご
相
談
は
、

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０ｰ

０
０
８
６
５
６
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
　
　
　
　

※
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
が
ご
利
用
で
き
な
い
場
合

☎
０
３ｰ

５
３
２
１ｰ

８
６
５
６

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」の
ご
案
内

　

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の
対
象
者
を
、
平
成
25
年
10
月
1
日
か
ら

拡
充
し
ま
す
。

　

中
学
3
年
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
が
対
象
で
す
。

●
新
た
に
対
象
と
な
る
人（
小
学
4
年
生
か
ら
中
学
3
年
生
の
お
子
さ
ん
）

　

申
請
手
続
の
案
内
を
7
月
下
旬
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

必
要
書
類
を
確
認
の
う
え
、
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
受
給
者

証
を
9
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

●
現
在
、
子
ど
も
医
療
費
受
給
資
格
者
証
を
お
持
ち
の
人
（
小
学
3
年
生

ま
で
の
お
子
さ
ん
）

　

申
請
は
不
要
で
す
。

　

有
効
期
限
を
延
長
し
た
受
給
者
証
を
9
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

●
ご
注
意　

次
の
人
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　

•
母
子
家
庭
等
医
療
費
助
成
や
重
度
障
害
者
（
児
）
医
療
費
助
成

な
ど
の
医
療
費
助
成
を
受
け
て
い
る
人

　

•
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
人

　

•
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
人

問
合
せ
先　

子
育
て
支
援
課　

☎
３
４ｰ

８
７
２
５

医
療
費
助
成
の
対
象
を
中
学
3
年
生
ま
で
拡
充
し
ま
す

▲水仙球根掘り▲水仙球根掘り



男 女 共 同 参 画 室
こ ん に ち は ！

か ら

国際交流室から一言国際交流室から一言
A  word  from  the  international  arena...

認
め
合

い  男女の心をつ
なぐ

ま
ち

ひ と

え
ち
ぜ
ん
I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

み
ん
な
集
ま
れ
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  PROGRAM（予定）
13：00～ 開場

14：00～ O・TA・I・KO響2013オープニング

14：10～ ふるさとの音響宴
 北乃庄童鼓（わらべっこ）［福井県福井市］
 永平寺龍童太鼓［福井県永平寺町］
 天龍太鼓［福井県永平寺町］

15：20～ ワークショップ

16：00～ Don どんステージ

17：00～ Ｏ・ＴＡ・Ｉ・ＫＯ響宴2013プロローグ
 ちびっこ明神たいこ［福井県越前町］
 明神ばやし保存会［福井県越前町］
 O・TA・I・KO座「明神」Jr［福井県越前町］

17：50～ O・TA・I・KO響宴2013
 和太鼓 SASUKE［石川県］
 助六太鼓［東京都］
 鬼太鼓座［静岡県］
 O・TA・I・KO座「明神」［福井県越前町］

21：00 終了

O・TA・I・KO響 2013 期日／8月24日（土）　会場／オタイコ・ヒルズ

O・TA・I・KO響 実行委員会事務局（織田コミュニティセンター内）   ☎36－1111  FAX36－1117問合せ先

第 96 回

Vol. 95

男女共同参画室　 ☎34－8715問合せ先

姉妹都市の米国モンテバロ市の中学生が越前町に来ました

ほほえみ教室でタイ文化を学ぶ

　7月18日から27日の10日間、米国モンテバロ市の中学生8人と引率者3人
が越前町を訪れました。中学生らは町内の家庭でホームステイをし、交流を
行いました。
　米国中学生は朝日中学校や越前がにミュージアムなどの町内施設をはじ
め、県内の観光名所なども訪れました。また、滞在中にラジオ番組に出演し、
日本での楽しい経験や驚いたことなどについて話しました。越前町に来て
よかったという声もあり、別れを惜しんだ中学生もいました。
　訪問に際しご協力いただいた皆さん、ありがとうございました。

　8月14日（水）から25日（日）の12日間、町内の児童らがタイ王国立カセサート大学
附属小学校に派遣されます。
　派遣期間中に学校とホームステイ先での交流が楽しくできるように、7月3日から
8月7日まで、ほほえみ教室が実施されています。教室ではタイ語とタイ文化などに
ついて学びます。また、児童はタイ語のスピーチや、日本の文化紹介を目的とする出
し物の練習もしています。

▲楽しい太鼓体験
　（オタイコヒルズにて）

国際交流室内　越前町国際交流協会　☎34－8713

■響賛金／ 500円（高校生以上）
※ 当日、会場内での写真撮影およびビデオ撮影はご遠慮
ください。
※ 犬、猫、その他ペット類の持ち込みはご遠慮ください。
※ 会場へクーラーボックス、折りたたみ椅子などの持ち
込みはご遠慮ください。
※ 駐車場約2,000台完備（当日は混み合うことが予想さ
れますので、お早めにご来場ください。）
※ 当日は織田小学校前からオタイコ・ヒルズ会場までの
シャトルバスを運行いたします。

問合せ先

男女共同参画室　 ☎34－8715問合せ先

男
ひ

女
と

と人  未来のためにできること
　7月7日、えちぜん男女共同参画のつどい（横田市左ヱ門実行委員長）が開かれ、
約350人の参加者が講演や寸劇をとおして男女共同参画について考えました。
　内藤町長は、「少子高齢化が進展する中で、女性が活躍し、子どもを産み育て
やすい国づくり、町づくりを推進することは、我々に課せられた大きな責務で
す。町としても、女性や若者が輝く「町民が主役のまちづくり」を推進しており、
今後とも皆様のより一層のご支援・ご協力を賜りたい。」と祝辞を述べました。
　終了後のアンケートには、「講演内容が特によかった。家事・仕事・心・地域、

すべてに男女共同参画が大事だと気づ
きました。」（50代女性）、「人生は共同生
活。いかしていきたい。」（70代男性）、
「寸劇で越前町のよいところがよく分
かった。」、「次回も参加したい。」、「若い
人に聞いてもらいたい。」など、多く
の意見が寄せられました。

▲杉尾秀哉講師

▲熱心に耳を傾ける皆さん

▲宣言文唱和（町内新婚さん）
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約
２
０
０
点
に
及
ぶ
坂
口
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
逸
品
を
一

堂
に
展
示
し
ま
す
。

（
展
示
の
み
ど
こ
ろ
）

○
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
、
日
本
各
地
の
名
窯
の
湯
呑
茶
碗

を
展
示
し
ま
す
。

○
近
代
日
本
を
代
表
す
る
名
工
・
陶
芸
家
の
湯
呑
を
展
示
し

ま
す
。

○
全
国
の
名
所
・
名
物
が
描
か
れ
た
湯
呑
茶
碗
で
、
居
な
が

ら
に
し
て
旅
気
分
が
味
わ
え
ま
す
。

○
越
前
焼
（
織
田
焼
）
の
湯
呑
も
展
示
し
ま
す
。

期　
　

間　

７
月
13
日（
土
）〜
８
月
25
日（
日
）

場　
　

所　

福
井
県
陶
芸
館　

展
示
総
数　

２
０
０
点

観
覧
料
金　

一
般
５
０
０
円
、
大
学
生
２
５
０
円
、

　
　
　
　
　

高
校
生
以
下
無
料

問
合
せ
先　

福
井
県
陶
芸
館　

☎
３
２ｰ

２
１
７
４　

日
本
最
大
級
の
湯
呑
茶
碗
展
・
坂
口
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

初
公
開 「
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｙ
Ｕ
Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ｉ 

湯
呑
茶
碗
展
」

申
込
期
限　

８
月
16
日
（
金
）

申
込
・
問
合
せ
先　

越
前
町
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

（
西
田
中
８ｰ

20ｰ

１
）
☎
３
４ｰ

２
３
８
８

　
　
　
　
　
　
　

  

越
前
町
社
会
福
祉
協
議
会
越
前
支
所

（
梅
浦
60ｰ

15
）
☎
３
７ｰ

０
６
２
７

　

夕
陽
百
選
に
選
ば
れ
て
い
る
越

前
海
岸
！
海
岸
線
か
ら
の
夕
陽
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
水
仙
ラ
ン
ド

か
ら
見
る
夕
陽
は
ま
さ
に
絶
景
！

越
前
岬
水
仙
ラ
ン
ド
で
は
お
客
さ

ん
が
当
施
設
で
撮
影
さ
れ
た
写
真

を
募
集
し
て
い
ま
す
！

　

夕
陽
の
写
真
は
も
ち
ろ
ん
、
こ

こ
へ
来
て
家
族
や
カ
ッ
プ
ル
で
撮

影
さ
れ
た
記
念
写
真
な
ど
…
水
仙

ラ
ン
ド
で
撮
影
さ
れ
た
も
の
な
ら
何
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

デ
ジ
カ
メ
や
携
帯
で
撮
影
し
た
写
真
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
メ
ー
ル
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

抽
選
で
10
人
に
越
前
水
仙
が
当
た
り
ま
す
。

　

ご
応
募
い
た
だ
い
た
写
真
は
ア
ル
バ
ム
で
展
示
し
ま
す
。

募
集
期
間　

7
月
13
日（
土
）〜
10
月
30
日（
水
）

入
場
料　

無
料

送
付
先　

m
ail

：a-isaribi@
echizen-kk.jp

　
　
　
　
　
（
住
所
、
氏
名
、
撮
影
日
、
感
想
を
記
入
し
て

　
　
　
　
　

  

送
付
し
て
く
だ
さ
い
）

問
合
せ
先

　

ア
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ス
越
前
・
漁
火　

☎
３
７-

２
３
６
０

夕
陽
百
選
の
ま
ち
越
前
岬
水
仙
ラ
ン
ド

ス
テ
キ
な
写
真
募
集
中
！

　

青
少
年
の
健
全
育
成
と
非
行
防
止
意
識
の
高
揚
お
よ
び
啓

発
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
青
少
年
健
全
育
成
標
語
お
よ
び

ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
対
象

　

標　
　

語
： 

町
内
の
小
学
5
・
6
年
生
、
中
学
生
お
よ
び

そ
の
保
護
者

　

ポ
ス
タ
ー
： 

町
内
の
小
学
生
、
中
学
生
、
一
般
（
高
校

生
を
含
む
）

内
容　

青
少
年
の
健
全
育
成
と
非
行
防
止
に
関
す
る
も
の

　

例
： 

あ
い
さ
つ
の
励
行
、
親
子
の
対
話
促
進
、
両
親
へ

の
感
謝
、
社
会
奉
仕
、
い
じ
め
防
止
、
非
行
防
止
、

飲
酒
喫
煙
防
止
、
薬
物
乱
用
防
止
な
ど

応
募
方
法

　

標　
　

語
： （
1
）
応
募
用
紙
で
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

 

（
2
）
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

　

ポ
ス
タ
ー
： （
1
）
四
つ
切
り
判
画
用
紙
を
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。

 

（
2
）
絵
の
具
（
水
彩
）、
ク
レ
ヨ
ン
、
色

鉛
筆
な
ど
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

 

（
3
）
表
現
し
て
い
る
内
容
に
ふ
さ
わ
し
い

言
葉
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 

（
4
）
裏
に
住
所
、電
話
番
号
、氏
名
、年
齢
、

学
校
名
・
学
年
ま
た
は
職
業
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

 

（
5
）
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

審
査
お
よ
び
表
彰

　

審
査
委
員
会
を
設
け
優
秀
作
品
を
審
査
し
、
優
秀
作
品
の

中
か
ら
最
優
秀
作
品
を
審
査
し
ま
す
。
優
秀
な
作
品
に
つ
い

て
は
、
越
前
町
青
少
年
健
全
育
成
大
会
に
お
い
て
、
表
彰
し

ま
す
。

提
出
先

　

小
・
中
学
生
は
、
各
学
校（
担
任
の
先
生
）
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

一
般（
高
校
生
を
含
む
）は
、越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
各
分
館
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

締
切
日　

9
月
6
日（
金
）

問
合
せ
先　

生
涯
学
習
課　

☎
３
４-

２
０
０
０

　

小
中
学
生
の
皆
さ
ん
！
夏
休
み
の
宿
題
は
順
調
に
進
ん
で

い
ま
す
か
？

　

プ
ラ
ン
ト
ピ
ア
が
、
自
由
研
究
や
工
作
の
お
手
伝
い
を
す

る
強
い
味
方
に
な
り
ま
す
よ
！

①
8
月
4
日（
日
）　

植
物
標
本
の
作
り
方
教
室

　
（
植
物
標
本
の
作
り
方
を
実
習
形
式
で
お
教
え
し
ま
す
）

②
8
月
11
日（
日
）　

葉
脈
標
本
作
り
教
室

　
（
木
の
葉
で
き
れ
い
な
葉
脈
標
本
を
作
り
ま
す
）

③
8
月
12
日（
月
）〜
8
月
19
日（
月
）

　
植
物
の
名
前
を
聞
く
会（
植
物
標
本
の
名
前
を
お
教
え
し
ま
す
）

　

そ
の
他
に
も
、
押
し
花
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
、
ウ
ッ
デ
イ
ク
ラ

フ
ト
は
、
ご
予
約
い
た
だ
け
れ
ば
随
時
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

※
そ
れ
ぞ
れ
、
ご
予
約
が
必
要
で
す
。
入
園
料
金
の
他
に

材
料
費
・
保
険
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

福
井
総
合
植
物
園
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先　

福
井
総
合
植
物
園

　

☎
３
４ｰ

１
１
２
０
（
火
曜
日
は
休
館
日
で
す
）

夏
休
み
の
自
由
研
究
を

プ
ラ
ン
ト
ピ
ア
が
お
手
伝
い
！

　

今
年
の
「
町
を
旅
す
る
」
は
、
越
前
町
の
夏
の
祭
典
の
一

つ
「
Ｏ
・
Ｔ
Ａ
・
Ｉ
・
Ｋ
Ｏ
響
２
０
１
３
」
に
参
加
し
ま
す
。

太
鼓
の
演
奏
を
聴
い
た
り
、
太
鼓
の
体
験
も
企
画
し
て
い
ま

す
。
多
国
籍
の
参
加
者
が
い
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
な
ら
、
新
し

い
出
会
い
も
待
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
、
一

緒
に
町
を
旅
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　
　

時　

８
月
24
日
（
土
）（
雨
天
決
行
）
午
後
２
時
〜

場　
　

所　

オ
タ
イ
コ
・
ヒ
ル
ズ

定　
　

員　

20
人　

定
員
に
な
り
次
第
受
付
終
了

　
　
　
　
　
　
　
　

※
５
人
未
満
の
場
合
は
中
止

参
加
費　

会
員
２
０
０
円
・
非
会
員
３
０
０
円

※
越
前
地
区
に
お
住
ま
い
の
参
加
者
の
た
め
の
送
迎
の
バ
ス

　

を
運
行
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

国
際
交
流
室　

☎
３
４ｰ

８
７
１
３

　

障
が
い
が
あ
る
た
め
に
、「
海
の
中
の

世
界
を
知
ら
な
い
」「
以
前
か
ら
興
味
が

あ
り
体
験
し
て
み
た
い
」
と
い
う
人
、

ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
を
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

　

交
流
会
や
ゲ
ー
ム
も
あ
り
ま
す
。

日　
　

時　

８
月
31
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
午
後
２
時
30
分

会　
　

場　

う
め
う
ら
海
水
浴
場
・
越
前
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
者　

身
体
に
障
が
い
が
あ
る
人　

30
人
程
度

参
加
費　

２
０
０
円
（
交
流
会
負
担
金
）

※
ス
キ
ュ
ー
バ
体
験
は
無
料

町
を
旅
す
る

第
11
回〝
ふ
れ
あ
い
〞福
祉

ス
キ
ュ
ー
バ
体
験
参
加
者
募
集

平
成
25
年
度「
越
前
町
青
少
年
健
全
育
成
標
語

お
よ
び
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」作
品
募
集

8月の休館日  5日・19日・26日　　開館時間  午前9時～午後5時（最終入館は午後4時30分）

8月8月のの越前陶芸村文化交流会館イベント情報越前陶芸村文化交流会館イベント情報 入館
無料

のんびり市会館外周で繰り広げられるさまざまなジャンルの
「素敵 !!」を見つけませんか

開催期間　10日（土）、11日（日）、18日（日）の午前10時から午後4時まで開催

「陶の涼感～蝉時雨の七夕 2013～」
旧暦の七夕に併せ、町内園児や小学生の願いを込めた短冊飾りと越前焼の灯りとりやドリンクカップで夏の風景を彩ります

開催期間　8月3日（土）～9月1日（日）　開催時間　午前9時～午後5時（最終入館は午後4時30分）

「合同合宿成果発表会」大阪・城南学園吹奏楽部＆和歌山・近畿大学生
物理工学部吹奏楽サークル

日時　8月16日（金）　19：00開演　入場無料

珈琲サロン「Coin Café  越前焼で珈琲時間」好みの越前焼カップで
コーヒーが飲める！（常設）
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晴れ着きて土砂降りに会い裾滲む 笠島ナツエ
児の泣きに乳の滲み出る母の胸 関谷一之助 広報えちぜん 20平成25年８月号21 広報えちぜん

平成25年８月号

●予約制（匿名でも可）　●相談時間は、一人45分程度（内容により時間が前後することがあります。）

「心をいやす相談会」のご案内  

保健衛生課　☎34－8710問合せ先

8月27日（火）
午後1時30分～午後4時

越前地域福祉センター（梅浦）

無　料

千
せん

崎
ざ き

　愛
あい

 さん（臨床心理士）日　時 カウンセラー

場　所

料　金

　「ひどいストレスを感じている」、「気持ちが落ち込んでいる」、「人間関係に悩んでい
る」、「眠れない」など、つらい気持ちをひとりで抱えていませんか？
　からだと同じようにこころが疲れることは誰にでもあることです。こころの専門家に
相談することはけっして特別なことではありません。カウンセラーと話すことでこころ
が軽くなったり、解決の糸口が見つかることもあります。お気軽にご相談ください。

子どもの発達相談や、スクールカウンセラー、
大人のストレス相談など幅広い経験をもった
カウンセラーが応じます。

　専門の先生による子どもの発達相談会を開催します。
その子の特性に合わせた育児を、専門スタッフと一緒に考えてみましょう。

お気軽にご参加ください。

発発達達相相談談会会ののおお知知ららせせ

日　時 9月7日（土） 13：30～ 16：00 場　所 織田保健福祉センター

対　象 就学前までの幼児とその保護者

スタッフ 言語聴覚士、臨床発達心理士、児童家庭相談員、小児科医師、保健師

料　金 無料

申込み 9月5日（木）までに電話でお申し込みください
（予約制）

相談内容 約30分～ 1時間の個別相談です

日　時 9月1日（日） 10：00～ 12：00　（9：30～受付）

会　場 織田コミュニティセンター

内　容 妊娠とお産の話  ～ 健康な赤ちゃんを産み育てるために ～
講　師　助産師  塚原  敦子さん

料　金 無料

持ち物 母子健康手帳

申込み 8月29日（木）までに電話でお申し込み
ください （予約制） 健康増進室　☎36－1375

健康増進室　☎36－1375

申込・問合せ先

申込・問合せ先



妊娠中は心もからだも大きく変化します。
この時期を不安なく過ごし、安心して新しい家族を

迎えられるよう、町ではマタニティスクールを実施しています。

妊娠中 心 だ 大き 変化
ママタタニニテティィススククーー

ルルののおお知知ららせせ

ぜひご参加ください。ぜひご参加ください。

※パートナーやお子さんと一緒の参加も
　可能です。
　お申し込みの際にお知らせください。

（相談例） ・他の子に比べてことばの発達が遅い気がする
 ・こだわりが強い、落ち着きがないなど対応に困っている
 ・かんしゃくが激しいとき、どうしたらよいか、わからない

健康増進室　☎36－1375　　保健衛生課　☎34－8710申込・問合せ先

区　分 対　象　者 備　　　　考

第１期 １　歳　児 １歳になったらなるべく早く接種しましょう。
２歳の誕生日の２日前までが無料接種期限です。

第２期 小学校就学前の１年間 遅くとも就学時健診（10月末頃）までに受け
ましょう。

MRMR（麻しん風しん混合）（麻しん風しん混合）

ワクチン定期予防接種ワクチン定期予防接種（無料）（無料）をを
忘れていませんか？忘れていませんか？

昨年から関東地方や近畿地方を中心に風しんが流行しています。
特に、春から秋にかけて患者が多いため、対象の人はなるべく早く
接種するよう努めましょう。
ワクチン供給の都合上、１週間前の予約が必要です。

Vaccine  vaccination 
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振り向けば生きた証の私小説 山田千栄子
英断に男の苦悩滲んでる 松村　典子

草を刈る中に一株菖蒲の香 武藤　久子
滲み出る法話に心奪われる 山内　千代 広報えちぜん 22平成25年８月号23 広報えちぜん

平成25年８月号

食中毒予防の　　つのポイント食中毒予防の　　つのポイント6
point !

家庭でできる家庭でできる

「生食用」の牛、豚・鶏の
食肉、レバーなどは流通
していません。

毎日食べている家庭の食事でも食中毒が発生する危険性がたくさん潜んでいます。
６つのポイントをしっかり押さえて、家族の健康を守りましょう。

8月は食品衛生月間です

○健康診査を受けることができる人は次の①～③に該当する人です。健診当日は健康保険証を必ず、ご持参ください。
　①越前町国民健康保険に加入している40歳から74歳までの人
　②20歳から39歳までの職場などで健診を受診する機会のない人で、町の健診を希望する人（必ず、事前に申し込んでください）
　③後期高齢者医療保険に加入している人で、町の健診を希望する人（必ず、事前に申し込んでください）
　上記以外の人は加入している医療保険によって異なりますので、各保険者へお問い合わせください。

○がん検診については医療保険に関係なく、職場などでがん検診を受診する機会のない人を対象に行っています。
　各健診日の3日前までに電話でお申し込みください。
　＊大腸がん検診の検便容器は、検診の受付時間にすべての会場で回収しています。
　＊健康診査と同じ時間帯に、肝炎ウイルス検査および前立腺がん検診（血液検査）を実施しています。

健康増進室  ☎36－1375　　保健衛生課  ☎34－8710問合せ先

実　施　日 会　　　　場 受付時間 健康診査 肺がん検診 胃がん検診

8月30日（金） 米ノ地区集会施設
 8 ：30～ 9 ：30 ●
 9 ：00～ 9 ：30 ● ●

9月 4 日（水） 厨地区集会施設
 8 ：30～ 9 ：30 ●
 9 ：00～ 10 ：00 ● ●

9月17日（火） 山中児童館
 8 ：30～ 9 ：30 ●
 9 ：00～ 9 ：30 ● ●

成人の健康診査のご案内成人の健康診査のご案内

子育て支援課  ☎34－8725問合せ先

子育て子育て
アドバイスアドバイス
ko s o d a t e  

a d v i c e

●呼吸をします。
●鼻から入った空気から細菌やほこりを取り除
き、暖めたり湿らせたりして肺に送ります。
●匂いをかぎます。

●鼻をかむときは片方ずつ静かにかみま
す。両方一緒にかむと耳を傷めます。ま
た、鼻の穴に物を入れないよう気をつけ
ましょう。
●鼻、耳、のど、目はつながっています。
鼻汁、鼻づまりが続くときは、他の病気
の可能性もありますので、医療機関での
受診をお勧めします。

●鼻をつまんで止血したり、冷たいタオルなどで冷やしたりしま
す。血が止まっても、しばらくは安静にしておきましょう。
●首の後ろをたたいたり、鼻をかんだりするのはよくありません。

鼻は大切な身体の器官の一つです。鼻がつまったり、鼻汁が
出ていると、不快で食事もおいしくありません。鼻のとおり
をよくしてスッキリと気持ちのよい生活にしたいですね。

8月7日は「鼻の日」

鼻の役割は？

鼻血が
出たときは…

鼻を大切に！

健康増進室  ☎36－1375問合せ先



苦も楽もあった追憶走馬灯 向當みつ子
菖蒲湯も死語になったか子は知らず 上坂　末男

菖蒲湯の匂いの残る仕舞風呂 山谷　ゆり
追憶にペンが時どき立ち止まる 司辻　文子 広報えちぜん 24平成25年８月号25 広報えちぜん

平成25年８月号

8月の越前町関連の番組放送時間表

たんなんスマイルＴＶ（デジタル091ch・デジアナ2ch）

※番組は予告なく変更されることがあります
ので、ご了承ください。
問合せ先　丹南ケーブルテレビ㈱　番組制作課
　　　　　  ☎21－3277
　　　　　URL　http://www.t-catv.co.jp

※その他の番組の放送予定は、電話または
　ホームページでご確認ください。

★読み聞かせボランティアさんのご紹介～★
　越前町には、絵本や紙芝居の読み聞かせボランティアを
しているグループが4つあります。主な活動場所・活動日
をご紹介します。
　下記の活動以外にも依頼を受けて、学校や町外保育所に
読み聞かせに行くなど、活発に活動されています。

　また、図書館の行事に個人で協力してくだ
さっているボランティアさんもいます。詳し
い内容を知りたい人、読み聞かせに興味
のある人は、各地区の図書館にお問い
合わせください。

まちづくり課　☎34－8714問合せ先

トラブル
注意報 刈払機（草刈機）の使い方に注意！！

消費者生活の
ご相談は…

総務課 消費生活相談窓口  ☎34－8700
福井県消費生活センター　☎0776－22－1102
消費者ホットライン　　　☎0570－064－370

　ガソリンエンジンや電気モーターの動力により、金属製の刈刃やナイロン製のコードを高速回転させて
草を刈る刈払機は、農機具店やホームセンターのほか、インターネットからでも購入することができること
から、園芸工具として、一般消費者にも広く普及してきています。
　しかし、便利な刈払機も使い方に注意しないと、思わぬ事故を起こすことがあります。

1．事故を防ぐために、短時間の作業でも、取扱説明書に記載さ
れているような、長袖、長ズボンを着用し、保護眼鏡などの
保護具を身につけましょう。

2．刈払機には、刈刃によるキックバックや飛散物など機械特
有の危険があります。特に初めて使用する場合は、取扱説
明書をよく読み、使用方法や危険性を十分理解してから使
用しましょう。また、高所の枝払いなどの目的以外で使用
することはやめましょう。

3．刈る草が柔らかい場合や作業場所が構造物周辺の場合は、
キックバックが生じないナイロンカッターの使用を検討
しましょう。

4．作業中に周囲の人が、キックバックや飛散物などで受傷す
ることがあります。作業前に人がいないことを確認しま
しょう。作業中の人には、近づかないようにしましょう。

飛散する危険がある小石や空き缶などの障害物は事前に
片付けましょう。

5．エンジンを切らずに絡まった草を手で取り除こうとした場
合、草が取れた途端に刈刃の回転が再開し、手を受傷する可
能性があります。作業中、刈刃に草などが絡まったときは、
必ずエンジンを停止したり、バッテリーやコンセントを外
したりして、不意に刈刃が作動しない状態にしましょう。

6．肩掛けバンドを装着していない状態で転倒した場合は、刈
刃が容易に身体に触れ、受傷する危険があります。作業中
は、適正な長さに調整した肩掛けバンドを必ず装着しま
しょう。足場の悪い場所や急傾斜地での作業は、かまなど
手工具の使用も検討しましょう。

使用にあたってのアドバイス

－指の切断や目に障害を負う事故も－

◎ 「Jr.＋（ジュニアプラス）」
 鳴り響け！新たな鼓動 
 『O･TA･I･KO座「明神」Jr.』
 【 8月3日（土）～8月9日（金） 】
①  8：30～  8：40　　②13：30～13：40
③18：30～18：40　　④22：30～22：40

◎ 「丹南キッズ
 ～ことばのタイムカプセル～」
 朝日中央保育所 ①
 【 8月24日（土）～8月30日（金） 】
 朝日中央保育所 ②
 【 8月31日（土）～9月6日（金） 】
 ①  8：40～  8：45　　②13：40～13：45
 ③18：40～18：45　　④22：40～22：45

◎ 「越前町いきいき情報局」
 泥に輝く君がいる！
 「第７回越前町
   朝日どろんこソフトバレーボール大会」
 【 8月17日（土）～8月30日（金）】

 「越前さかなまつり」
 【 8月31日（土）～9月13日（金）】
 ①  7：55～  8：00　　　②12：55～13：00
 ③19：55～20：00

町立図書館からのお知らせ町立図書館からのお知らせ

活動場所：越前町立図書館（朝日）
活 動 日：第2土曜日　午後2時～
※折り紙工作をする時もあります。

活動場所：越前町立図書館 織田分館
活 動 日：第 2土曜日　午後 2時～

活動場所：越前町立図書館（朝日）
活 動 日：第4土曜日　午後2時～

「子ども図書館まつり」開催！
日　時：8月24日（土）午後2時～
場　所：越前町立図書館　こどものへや
内　容：おはなし会・ゲーム・工作など

活動場所：宮崎地区の保育所など
活 動 日：訪問先の要望にあわせて随時

「おはなし愛・あい」さん 「おはなしひろば 虹」さん

「にじの会」さん

「グランマ」さん
楽しいイベントがいっぱいです。
皆さんぜひ遊びにきてください。

まほろば越前ミステリーツアー開催まほろば越前ミステリーツアー開催

8月21日（水）　午前7時40分
越前町役場前集合　午後3時30分解散予定
町内の小学生または中学生とその保護者（祖父母でも可）

先着20人
8月14日（水）までに、まちづくり課（☎34 ｰ 8714）
へ電話で申し込みください。
コミバス運賃、施設利用料、傷害保険料で1,000円程度
必要となります。
※昼食、水筒、着替えなどは各自で用意してください。

コミュニティバスを利用したミステリーツアーを開催します。
行き先は秘密なので、どこへ行くかは当日までのお楽しみ。

　ミステリーツアーは、コミュニティ
バスを乗り継ぎ、町内の史跡や文化に
ふれあい、ふるさとの素晴らしさを体
感できるコースを計画しています。夏
休みの思い出づくりにいかがですか。
　小学生または中学生の皆さんは、夏
季フリーパス券（500円）のご利用が
たいへん便利です。大人の参加者は、
通常のコミバス運賃となります。

日　 時

そ の 他

対　 象

募集人数

申 込 み
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実　施　日 場　　所 電話番号

8月13日（火） あ さ が お 保 育 園 34－1110

8月21日（水） 朝 日 中 央 保 育 所 34－0081

8月 8 日（木） 朝 日 西 保 育 所 34－5602

8月22日（木） 朝 日 北 保 育 所 34－1762

8月22日（木） 朝 日 南 保 育 所 34－1614

8月13日（火） 宮 崎 中 央 保 育 所 32－2067

8月 9 日（金） 小 曽 原 保 育 所 32－2039

毎 日 午 前 中 陶 の 谷 保 育 所 32－3014

毎 日 午 前 中 四 ヶ 浦 保 育 園 37－0305

常 時 西 徳 寺 保 育 園 37－1354

常 時 城 崎 南 保 育 所 39－1801

毎 週 木 曜 日 織 田 保 育 所 36－0160

毎 日 午 前 中 た い ら 保 育 園 36－0251

毎 日 午 前 中 は ぎ の 保 育 園 36－0396

※時間・内容などについては、各保育所（園）にお問い合わせください。

（
敬
称
略
、
7
月
15
日
現
在
）

（
7
月
15
日
現
在
）

え
ち
ぜ
ん
年
代
記　

第
九
十
六
回

え
ち
ぜ
ん
年
代
記　

第
九
十
六
回

え
ち
ぜ
ん
年
代
記　

第
九
十
六
回

菖蒲湯に極楽の首浮く節句 原　　榮子
追憶の彼方に母の手毬唄 関谷美和子

おはよう !  からはじめる家族時間  ～工夫して家族の時間を増やしましょう～
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今
年
も
夏
が
き
ま
し
た
。
夏
と
言
え
ば

山
、
川
、
海
と
Ｂ
Ｂ
Ｑ
だ
と
私
は
思
い
ま

す
。
家
族
と
出
か
け
る
の
も
よ
し
、
友
人

と
遊
ぶ
の
も
い
い
で
す
ね
。
小
さ
い
お
子

さ
ん
が
い
る
と
、
思
い
出
を
い
っ
ぱ
い
作

れ
そ
う
で
す
ね
。
夫
婦
の
デ
ー
ト
も
企
画

す
れ
ば
あ
の
こ
ろ
の
こ
と
も
ま
た
思
い
出

す
で
し
ょ
う
。

　

一
人
身
の
人
に
と
っ
て
も
素
敵
な
出
会

い
が
待
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
夏

に
実
る
恋
な
ん
て
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
で
す
ね
。

　

仕
事
や
子
育
て

な
ど
日
々
忙
し
い

な
か
、
ち
ょ
っ
と

で
も
時
間
を
作
っ

て
夏
を
楽
し
む
の

も
よ
い
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

人口と世帯
（7月1日現在）

　

朝
日
中
央
保
育
所
で
の
一
コ
マ
で
す
。

　

全
国
的
に
猛
暑
日
と
な
っ
た
7
月
10
日
、

プ
ー
ル
の
時
間
に
な
る
と
子
ど
も
た
ち
は

元
気
い
っ
ぱ
い
に
歓
声
を
上
げ
、
は
し
ゃ

い
で
い
ま
し
た
。

人　口 23,529人

　男 11,369人
　女 12,160人
世帯数 7,371戸

（前月より16人減）

なかよしひろば（園開放）なかよしひろば（園開放）

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う
33

――
劔劔

つ
る
ぎ

つ
る
ぎ

神
社
編
―

神
社
編
―

学
芸
員
Ｈ
と
Ｅ
子
さ
ん
と
神
主
さ
ん
は
社
務
所
の
前
を
通

過
す
る
。
神
主
さ
ん
と
は
こ
こ
で
別
れ
る
。

学
Ｈ 

劔
神
社
の
境
内
に
、
お
寺
が
あ
っ
た
と
い
う
話
を

し
ま
し
た
が
、そ
の
証
拠
と
な
る
も
の
が
、こ
こ
に

は
あ
り
ま
す
。

Ｅ
子 

梵
鐘
の
銘
文
に
あ
っ
た
劔
御
子
寺
で
す
ね
。
こ
の

前
の
話
で
は
、七
七
〇
年
と
い
う
年
代
で
し
た
。

学
Ｈ 

泣（

７

９

４

）

く
よ
ウ
グ
イ
ス
、平
安
京
だ
か
ら
、平
安
京
遷
都

の
二
四
年
前
。
つ
ま
り
奈
良
時
代
の
終
わ
り
こ
ろ

に
、
劔
御
子
寺
と
い
う
神
宮
寺
が
あ
っ
た
こ
と
は

確
実
で
す
。
た
だ
実
際
に
ど
こ
に
あ
っ
て
、い
つ
建

て
ら
れ
た
か
は
謎
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

福
井
県
に
は
全
国
で
も
古
い
神
宮
寺
が
あ
っ
た
と

い
う
話
で
し
た
が
… 

学
Ｈ 

奈
良
時
代
の
初
め
で
す
。
で
も
そ
れ
は
、
あ
く
ま
で

文
献
上
の
こ
と
で
す
。

Ｅ
子 

物
証
は
な
い
ん
で
す
か
？

学
Ｈ 

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
劔
御
子
寺
に
つ
い

て
は
、考
古
学
的
な
古
い
証
拠
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

ど
こ
に
あ
る
ん
で
す
か
？

学
Ｈ 

あ
れ
で
す
。

学
Ｈ
は
池
の
前
に
あ
る
石
を
指
さ
す（
写
真
１
）。

Ｅ
子 

こ
の
石
が
ま
さ
か
。

た
だ
の
穴
の
開
い
た

石
に
し
か
見
え
ま
せ

ん
が
…
…

学
Ｈ 

心し
ん

礎そ

と
い
う
も
の
で

す
。

Ｅ
子 

し
ん
そ
？

学
Ｈ 

は
い
。
三
重
塔
と
か

五
重
塔
と
か
の
中
心

の
柱
を
支
え
る
礎
石

で
す
。

Ｅ
子 

つ
ま
り
法
隆
寺
み
た
い
な
五
重
塔
の
一
部
っ
て
こ

と
で
す
か
。

学
Ｈ 

は
い
。
五
重
か
三
重
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、研
究

に
よ
る
と
、
飛
鳥
時
代
の
終
わ
り
か
ら
奈
良
時
代

初
め
こ
ろ
の
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

な（

７

１

０

）

ん
と
立
派
な
平
城
京
。
七
一
〇
年
こ
ろ
で
す
ね
。

Ｅ
子
は
心
礎
を
ま
じ
ま
じ
と
見
つ
め
、穴
を
触
る
。

学
Ｈ 

そ
の
穴
に
は
仏ぶ
っ

舎し
ゃ

利り

な
ど
の
大
事
な
も
の
を
入
れ

ま
す
。
仏
舎
利
と
は
、
お
釈
迦
さ
ま
の
遺
骨
で
す
。

そ
の
上
に
柱
を
建
て
る
わ
け
で
す
。

Ｅ
子 

何
気
に
こ
ん
な
貴
重
な
も
の
が
あ
る
な
ん
て
、
驚

き
で
す
。

学
Ｈ 

そ
れ
だ
け
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
あ
る
の
で
す
。

近
く
に
鎌
坂
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

こ
で
七
一
〇
年
こ

ろ
の
窯
跡
が
発
見

さ
れ
て
い
ま
す
（
写

真
２
）。
小こ

粕が
す

窯
跡

と
言
っ
て
、
町
の
指

定
史
跡
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

い
ろ
ん
な
も
の
を
焼

い
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 
土
器
で
す
か
。

学
Ｈ 

須す

恵え

器き

と
い
う
硬
質
の
焼
き
物
で
す
。
他
に
大
量

の
瓦
も
焼
い
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

瓦
？

学
Ｈ 

奈
良
時
代
初
め
の
瓦
で
す
（
写
真
３
）。
当
時
は
お

寺
に
葺
か
れ
る
こ
と

が
多
い
で
す
。
た
だ

残
念
な
こ
と
に
、
小

粕
の
瓦
は
、
つ
く
ら

れ
た
場
所
は
分
か
っ

て
い
ま
す
が
、
ど
こ

に
供
給
さ
れ
た
か
が

分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

Ｅ
子 

運
ん
だ
場
所
が
分
か

ら
な
い
ん
じ
ゃ
、つ
ま
ら
な
い
で
す
ね
。
も
し
か
し

て
、さ
っ
き
の
石
と
関
係
す
る
ん
で
は
？

学
Ｈ 

そ
の
と
お
り
で
す
。
で
も
、こ
こ
で
焼
か
れ
た
瓦
は
、

お
そ
ら
く
境
内
に
建
て
ら
れ
た
お
寺
の
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。
心
礎
の
年
代
と
も
近
い
で
す
し
ね
。

Ｅ
子 

そ
う
な
る
と
、
確
実
に
お
寺
が
あ
っ
た
証
拠
に
な

り
ま
す
ね
。
七
七
〇
年
の
劔
御
子
寺
と
、
ど
う
関

係
す
る
ん
で
す
か
？

学
Ｈ 

そ
れ
は
次
回
に
し
ま
し
ょ
う
。

写真2写真3　軒丸瓦

写真1

網
に
掛
か
っ
た
神
さ
ま
仏
さ
ま

　

福
井
県
越
前
町
の
沖
合
で
は
土
器
だ
け
で
な

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
海
か
ら
あ
が
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
町
内
に
ま
つ
わ
る
伝
承
を
探
す

と
、
神
さ
ま
や
仏
さ
ま
の
像
が
網
に
掛
か
っ
た

と
い
う
話
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
ふ
た
つ
を

取
り
上
げ
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
越
前
町
の
玉
川
観
音
の
話
を
『
越
前

町
の
む
か
し
話
』に
も
と
づ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

そ
の
昔
、
玉
川
の
あ
る
漁
師
が
朝
早
く
船
を

こ
い
で
漁
に
出
ま
し
た
。
あ
る
所
ま
で
来
て
網

を
あ
げ
る
と
、
ぴ
か
ぴ
か
に
光
る
物
が
か
か
り

ま
し
た
。
そ
れ
は
観
音
さ
ま
で
あ
っ
た
の
で
、
漁

師
は
驚
き
ま
し
た
。
捨
て
よ
う
か
持
っ
て
帰
ろ

う
か
と
た
め
ら
い
ま
し
た
が
、家
に
持
っ
て
帰
っ

て
も
始
末
が
で
き
な
い
と
思
い
、
そ
の
場
に
捨

て
て
し
ま
い
ま
し
た
。
男
は
家
に
帰
り
、
母
に
海

で
の
出
来
事
を
話
し
ま
し
た
。

 

「
お
っ
か
あ
、
今
日
、
海
で
網
を
あ
げ
て
い
る
と

な
、
観
音
さ
ま
が
か
か
っ
て
き
た
ん
や
」
と
男
は

言
い
ま
し
た
。

 

「
海
に
大
事
な
観
音
さ
ま
を
捨
て
る
ひ
と
は
い

な
い
わ
い
」と
、母
は
言
い
ま
し
た
。

　

次
の
朝
、
男
は
同
じ
と
こ
ろ
に
行
っ
て
網
を

あ
げ
る
と
、ふ
た
た
び
観
音
さ
ま
が
引
き
あ
が
っ

て
き
ま
し
た
。

 「
こ
れ
も
な
に
か
の
ご
縁
、村
に
帰
っ
て
大
切
に

し
て
お
こ
う
」
と
男
は
思
い
、
そ
れ
を
引
き
あ
げ

て
持
ち
帰
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
村

び
と
と
話
し
合
い
ま
し
た
。

 

「
気
味
が
悪
い
か
ら
、
元
の
所
へ
置
い
て
こ
い
」

と
、
あ
る
ひ
と
が
言

い
ま
し
た
。

 

「
で
も
、
も
っ
た
い

な
い
か
ら
」
と
半
分

の
ひ
と
が
言
っ
た
こ

と
か
ら
、
ど
こ
か
に

祀
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
村
び
と
は
相

談
し
た
結
果
、
観
音

さ
ま
が
引
き
あ
が
っ

た
真
正
面
の
洞
窟
に

お
祀
り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
現

在
の
玉
川
観
音
で
す﹇
写
真
１
﹈。

　

次
に
、
漁
師
の
網
に
掛
か
っ
た
梅
浦
の
蛭えび
子す

さ
ん
の
話
を
『
越
前
町
史
』
に
も
と
づ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

　

そ
の
昔
、
漁
師
の
網
に
か
か
っ
て
海
中
か
ら

蛭
子
像
が
あ
が
り
ま
し
た
。
最
初
は
梅
浦
の
中

筋
の
佐
野
屋
屋
敷
に
祠
を
建
て
て
安
置
し
ま
し

た
。
現
在
そ
の
建
物
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
蛭
子
屋

敷
の
名
称
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
の
ち

に
梅
浦
の
安
入
坊
の
高
く
そ
び
え
る
岩
上
に
祠

を
建
立
し
て
蛭
子
像
を
安
置
し
ま
し
た
。
こ
の

岩
は
高
く
大
き
く
、
階
段
を
つ
け
て
岩
の
頂
上

の
蛭
子
堂
に
参
拝
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　

江
戸
時
代
の
文
化
年
間
（
一
八
〇
四
〜

一
八
一
八
年
）
に
な
る
と
、
下
梅
浦
（
梅
浦
の
北

側
）
の
漁
師
も
「
蛭
子
さ
ま
の
お
守
が
し
た
い
」

と
上
梅
浦
（
梅
浦
の
南
側
）
の
漁
師
に
申
し
出
た

た
め
、
魚
見
塙
の
島
の
頂
上
に
下
梅
浦
の
蛭
子

堂
を
建
立
し
ま
し
た
。
つ
ま
り
上
梅
浦
と
下
梅

浦
の
二
か
所
に
蛭
子
堂
が
で
き
ま
し
た
。
蛭
子

御み
輿こし
と
い
う
行
事
が
あ
り
ま
し
た
が
、
春
の
蛭

子
祭
に
上
梅
浦
の
蛭
子
堂
か
ら
下
梅
浦
の
蛭
子

堂
に
、蛭
子
さ
ん
が
渡と
御ぎょ
さ
れ
る
祭
り
で
す
。

　

そ
の
後
、上
梅
浦
の
蛭
子
堂
が
建
立
し
て
あ
っ

た
大
岩
は
、
新
し
い
澗ま
（
舟
揚
場
の
こ
と
）
の
造

成
に
割
っ
て
使
用
し
た
た
め
、
大
岩
を
徹
去
し

た
跡
地
に
移
転
し
ま
し
た
。
明
治
年
代
に
入
っ

て
下
梅
浦
の
蛭
子
堂
が
老
朽
し
て
な
く
な
り
、

上
梅
浦
の
御
堂
だ

け
と
な
り
ま
し
た
。

国
道
が
蛭
子
堂
の

敷
地
を
通
る
よ
う

に
な
っ
て
、
下
梅

浦
の
蛭
子
堂
の
跡

地
に
再
建
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
が
現

在
の
蛭
子
神
社

（
恵
比
須
宮
）
と
な

り
ま
す﹇
写
真
２
﹈。

文
化
ス
ポ
ー
ツ
室
学
芸
員　

堀
大
介

写真1　玉川トンネルの開通に伴い現在地に移転

写真2　現在の恵比須宮は平成4年に再建

朝　

日　

村
田　

捨
尾
さ
ん
（
88
歳
）

佐
々
生　

木
下　

一
榮
さ
ん
（
69
歳
）

気
比
庄　

堀
井　

藤
吉
さ
ん
（
90
歳
）

栃　

川　

木
下　

歌
子
さ
ん
（
97
歳
）

宝
泉
寺　

原　

フ
ジ
ヲ
さ
ん
（
95
歳
）

青　

野　

渡
辺
香
代
子
さ
ん
（
85
歳
）

横　

山　

後
藤
美
代
子
さ
ん
（
84
歳
）

下
糸
生　

野
村　

康
彦
さ
ん
（
77
歳
）

樫　

津　

山
下　

静
子
さ
ん
（
87
歳
）

円　

満　

山
田
佐
太
郎
さ
ん
（
86
歳
）

茂　

原　

山
本
小
タ
マ
さ
ん
（
93
歳
）

米　

ノ　

西
ヶ
花
澄
枝
さ
ん
（
74
歳
）

平　

等　

齋
藤　

敏
子
さ
ん
（
80
歳
）

下
河
原　

友
廣　

義
正
さ
ん
（
77
歳
）

三　

崎　

佐
々
木
哲
郎
さ
ん
（
68
歳
）

岩　

倉　

伊
部　
　

勲
さ
ん
（
83
歳
）

赤
井
谷　

渡
辺　

鐡
男
さ
ん
（
77
歳
）

気
比
庄 

田
中　

煌き
ら

梨り

（
寛
之
、
女
）

栃　

川 

寺
下　

綾あ
や

美み

（
健
一
、
女
）

広　

野 

宮
本　

妃ひ

彩い
ろ

（
昌
輝
、
女
）

樫　

津 

笹
下　

結ゆ

詩う

（
大
史
、
女
）

舟　

場 

清
水　

茉ま

奈な

（
重
徳
、
女
）

道　

口 

北
瀬　

遥は
る

夏か

（
龍
一
、
女
）

高　

橋 

山
塙　

大ま
さ
と翔

（
里
志
、
男
）

脇　

谷 

伊
部　

悠ゆ
う

生せ
い

（
敬
史
、
男
）
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